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① 整備提案名 中田のえんがわ  「宮ノ前テラス」 多世代交流スペース 

② 提案グループ名 NPO法人宮ノマエストロ 

③整備した施設の概

要（箇条書きで記入） 

収納棚等造作家具工事 土工事 舗装工事 かまど設置工事 

給排水設備工事 厨房家具工事 

④整備した場所 

（町名又は丁目まで記入） 

横浜市泉区中田東 4－59－41 

⑤整備完了年月 2019年 3月 

⑥整備提案を応募し

た動機、きっかけは

何でしたか？(地域

のニーズや課題、整

備の必要性など) 

中田は長く住んでいる高齢者世帯と、新しく入ってきた子育て世帯の間で交

流が少ない地域です。高齢者は引きこもりがちで、集まれる場所も少なく、

子育て世帯は共働きが多く、地域との関係が希薄で、地縁のない土地で子育

てをしていました。地域のみんなの居場所をつくることで、家に引きこもり

気味の高齢者はランチや趣味を楽しむ場所、子育て世代や子どもたちは地域

との関わりが増え、地域の目を温かく感じるようになる場所がほしいと思い

ました 

⑦平成 30 年度の活

動内容、実際の整備

の進行スケジュール

を記入してください。 

（おおよその時期と活動内

容や工事などの内容を記入

してください。） 

2018年 5月 土工事 厨房設備 舗装工事 

2018年 7月  収納棚等造作家具工事 

2019年 2月  かまど工事 

⑧整備工事では、地

域でどのくらい費用

や労力を負担しまし

たか？ 

土工事に関しては地域のボランティア、地域の業者さんの協力を得られパワー

ショベルなどお借り出来て行えました。また地域の工務店が地域貢献として

材料代だけで棚などを制作してくださいました。ピザ窯も青少年指導員の方々

が基礎からボランティアで土曜日ごとに制作にきて頂き作って頂きました。

また周りのタイルは小学生、高齢者でひとつひとつ貼っていきました。 
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⑨整備した施設はど

のように維持管理・

運営していますか？ 

常時 2名のスタッフを置き、大きく作ったキッチンでボランティ

ア蕎麦職人による手打ちそば、パスタランチ、地産地消ランチ、

子ども食堂を開催しています。 

地域交流イベントとしてピザ窯を活用しています。 

ランチ、子供食堂、地域交流イベント、会費、寄付、施設利用料 

ディスプレイショップの利益で運営しています 

 

⑩整備した施設の現

在の利用状況、活用

の様子などを記入し

てください。 

地産地消ランチ 子ども食堂 男の料理教室 子供のクッキング

教室 夏休み子どもイベント クリスマスコンサート 横浜市介

護予防補助事業 レンタルルーム 歌声喫茶 スマホ講座 親子

リトミック ベビーマッサージ アクセサリー教室 中学茶道部

によるお茶会（子供、シニア） 町内会盆踊り出店 読み聞かせ

コンサート ヨガ教室 ボイストレーニング教室 生麦事件とビー

ル工場見学ツアー開催 麻雀サロン 親子和菓子教室 元町お花

見ツアー開催 救命救急講座開催 脳と心の活性化セミナー開催 

マルシェ他 

 

多世代交流スペースとしての役割をするベく、出来るだけ偏りの

ない多世代に向けたイベント、講座を開催しています 

 

⑪整備をきっかけ

に、地域のコミュニ

ティや地域のまちづ

くり活動がどのよう

に広がりましたか？ 

「ここに来ればいつも誰かがいる、美味しいものが食べられる、

楽しいことがある」このコンセプトが徐々に知れ渡ってきている

ことを感じます。 

一人暮らしの高齢者 最近配偶者を亡くされ引きこもりがちな人 

子育てで孤立している子育て世代の人たちにテラスができて本当

に良かったと最近言われることが増えています。食欲がなくても

美味しいものなら、皆がいて話せるなら食べられると、元気になっ

ていく人も見うけます。 

また住民のボランティアだけで運営しているということがメディ

アでも取り上げられることが多くなり、地域の人たちにも受け入

れられてもらえるようになりました。 

そして一番大きいことはテラスの沢山のボランティアさんがここ

で活動出来て嬉しいと言ってくださることです。 

感謝されてうれしい、必要とされる事に感謝、生きがいになった、

友達ができた、自身の介護予防になる等、の声を頂いています。 
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⑫まち普請に取り組

んで良かったことは

何ですか？ 

町内会 連合会 区役所 社協などに信頼され快く受け入れられ

たと思います。 

コーディネーターや地域まちづくり課のアドバイスが受けられた

ので行政へのアプローチ等的確に迅速に対応できたと思います。 

 

 

 

⑬まち普請に取り組

んだ中で、苦労した

ことは何ですか？ 

慣れない資料作り、プレゼンの練習 地域への広報 苦労しまし

たが今は良い思い出です。 

特に地域への貢献や広報活動は地道にこれからも継続していかな

くてはいけないと痛感しています。 

 

 

 

 

⑭これからの展望は

何ですか？ 

地域のいっとき避難所の公園のとなりに建設できたので、かまどを

活用して地域の防災拠点としての役割を担っていきたいと思いま

す。 

町内会に入っていない子育て世代にも地域の行事の架け橋拠点に

なっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございます！ 


